
次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく特定事

業主行動計画に係る取組の実施状況 

 

令和６年度の取組について、特定事業主行動計画「ＨＡＰＰＹこだいら」の項

目に沿って、以下のとおり公表します。 

 

（１）働き方の改革 

≪勤務時間管理の徹底≫ 

月ごとの上限となる時間数を超えて時間外勤務を行っている職員について、時間外勤務

が多くなった理由を記入させるとともに、所属長にあっては、その理由の整理、分析及び

検証を行い、業務量の削減や業務の効率化など、時間外勤務の縮減に向けた取組を行った。

（継続） 

 

≪ノー残業デーの徹底≫ 

毎週２回（庁舎の場合は水曜日と金曜日）のノー残業デーについて、４月、１０月に時間外

勤務の縮減について各課へ通知し、その徹底を周知した。（継続） 

 

≪管理職による意識改革とリーダーシップ≫ 

 「女性職員活躍支援マネジメント・イクボス研修」の実施 

目的 

管理者が性別に関わらず全ての職員の活躍を推進することの目的を理解し、組織の活性

化に寄与する職場環境づくりのための考え方やマネジメントスキルの習得を図る。 

日時・参加人数 

令和６年１２月５日（木） 

１８人参加（課長３人、課長補佐５人、係長１０人） 

内容 

①女性職員の活躍が求められる背景を理解する 

②誰もが働きがいのある職場にするためのマネジメント 

③イクボスとして部下との関わり方を考える 

 

（２）職業生活と家庭生活の両立の推進 

≪育児休業等を取得しやすい環境の整備≫ 

 各課における育児休業の取得状況に応じて、常勤職員を過配措置する。 

  令和６年度 なし 

参考：令和５年度 高齢者支援課、障がい者支援課、保険年金課、図書館（２名） 

令和４年度 税務課、障がい者支援課、図書館 

令和３年度 税務課、保育課、資源循環課、図書館 

令和２年度 税務課、収納課、保育課 

令和元年度 税務課、健康推進課、保険年金課、図書館 



≪男性職員の家庭生活への関わりを支援≫ 

 「ワークライフバランス・タイムマネジメント研修」の実施 

目的 

ワーク・ライフ・バランスの重要性や活き活きと仕事に取り組むための考え方を学

ぶとともに、成果を生み出す時間管理能力の向上を図る。 

日時・参加人数 

令和６年１１月１２日（火）  

２０人参加（入庁６年程度＋希望者） 

内容 

①ワーク・ライフ・バランスの実践、働き方改革等が必要とされる背景、理由 

   ②ワーク＆ライフの振り返り、ワーク＆ライフシートの作成 

③タイムマネジメントの考え方とポイント 

   ④個々人の様々な価値観についてグループ内で共有 

 

≪男性職員の育児休業・部分休業の取得の促進≫ 

 令和５年度より、男性職員の育児休業取得の更なる促進を図るため、男性の育児休業に関す

る休暇計画表の提出義務化や家族ミーティングシートの活用、市長から男性職員への育休取得

勧奨メール送付等の取り組みを実施した。（継続） 

 市長直筆のメッセージ入りのポスターを庁内に掲示し、男性職員が育児休業を取得しやすい

雰囲気の醸成を図った。（継続） 

 

（３）女性がより意欲的に働くことができる職場環境の整備 

≪女性の採用試験受験率の増加≫ 

 令和６年度は新たに、ルネこだいらにて採用説明会を実施し、その際、日本ハムファイ 

ターズ CEO の栗山英樹さん及び東京オリンピック体操個人種目別ゆかで銅メダルを獲得

された村上茉愛さんからのメッセージの上映、また、働きやすさをアピールするため、特

定事業主行動計画におけるワークライフバランスの取組み実績等について説明したほか、

職員採用 PR 動画を作成・上映し、採用試験受験者数の底上げを図った。 

 

≪女性職員の計画的な人材育成と登用≫ 

１ 女性職員に対し幅広い業務経験を付与 

係長職への積極的な登用や、男女の区別なく、様々なポストや部門を経験するよう、

人事異動を行った。（令和６年４月１日付人事異動において、係長昇任１１名のうち、

４名が女性であった。） 

今後も女性管理職の増に向けて、女性職員の人材プール確保を図る。 

 

２ 女性職員のキャリア形成を図る研修や懇談会の実施 

「女性職員キャリアデザイン研修」 

目的 

組織の活性化に寄与する女性職員のキャリアデザイン及びワーク・ライフ・バランス

の推進を図る。 



日時・参加人数 

令和６年６月２７日（木）  

１７人参加（係長３人、主任１４人） 

内容 

女性職員同士がそれぞれの立場から意見交換をすることで相互理解を図り、女性の活

躍を阻むと言われている問題やそれぞれのライフロール（役割）についてグループワー

クを通じて考え、自分自身の長期的なキャリア形成のきっかけづくりを行った。 

 

「女性職員活躍支援マネジメント・イクボス研修」（再掲） 

 

「女性管理職を交えた懇談会」 

目的 

女性職員が、先輩職員の経験談を聞いて、自身のキャリアパスをイメージできるよう

にする。また、女性活躍について意見交換ができる場を設ける。 

日時・参加人数 

令和６年１２月１２日（木）  

１１人参加（管理職４人、係長５人、主事２人） 

主な意見等 

・管理職も以前は係長で、係長となった１年目は大変だったという話を伺い、今年１

年は仕方ないのかなと思えた。３年目ぐらいで自分のペースで仕事ができるように

なるともお話をされていたので、そう思える日が来ることを期待して気長にやって

いきたい。 

・人間関係が良いと大変な時も乗り越えられる。 

・ロールモデルに男も女もないのではないかという意見とこれまでに女性の上司がい

たことが大きいという両方の意見があって興味深かった。 

・普段はお話しする機会がない方々とお話ができて、とてもよい学びにつながった。 

 


